
なぜ日本人が英語を身に
付けなくてはならないの
か？

「体で覚える英会話」

習得法



１．学習法が試験勉強対策の

　文字中心の学習

２．会話で使う

　音声認識の脳で英語を使っていない

　 リスニングができない、口から英語が出ない

３．耳と口を使う時間が圧倒的に不足
　している　　　

文字を処理する脳と
音声の言葉を処理する脳は
違う事がわかっている

日本人は
なぜ
英語が
話せないの
か？



１．毎日親が話しかけてくれるのを一生懸命聞く
　　　　↓
２．親の言葉が理解できるように
（ヒアリングできる）

　　　母国語はヒアリングから
　　　　↓　　　
３．単語で話す
　　　　↓
４．ぺらぺら話す（3～4歳）
　　※会話力は幼稚園までに相当話せるが読み書きはまだできない　　　

やったこと
・親の言葉を毎日聞く
・片言で毎日話す

3~4歳までにやっていないこと
・読み書き（文字）の勉強
・文法の勉強

言語習得時の子どもが
言葉を覚える方法は？



「体で覚える英会話」習得法

◆忙しいビジネスパースンでも必ず実践できる隙間時間の活用
  通勤時の行き帰りの10分ずつのCDリスニング（聴く）＋1日10分の音読（話す）

◆内容理解には最大限に和訳を活用して学習時間は「聴く」「話す」にフォーカスする
　

◆レッスンは実際の場面を想定した実践的なロールプレイを実施・最大限英語を話す
   →グローバルの場での発言力を磨く

DCECは子供が言葉を覚える方法で
英会話学習



３．
英文を声に出し
て10分読む

１.
日本語訳で
内容確認

２．
通勤通学時に英語
のCDを10分聴く

毎日の学習のステップ



・１ヶ月後レッスンと半年後レッスンでオンラインでテストを受講いただ
きます

「CEFR: Common European Framework of Reference for 
Languages）」とは外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ言
語共通参照枠で、言語の枠や国境を越えて、外国語の運用能力を
同一の基準で測ることが出来る国際標準です。

CEFRの等級はA1、A2、B1、B2、C1、C2の6段階に分かれており、
その等級を示すことでどれほどの英語力があるか国際的に示すこ
とができます。

CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）
に準拠した評価システム


